
地盤振動について

・浮上走行の時は、列車荷重が土木構造物全体に分散するので、
構造物に伝わる振動が小さくなります。

・また、車体重量も軽いので、超電導リニアは在来型新幹線より
も地盤振動が小さくなります。も地盤振動が小さくなります。
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地盤振動の測定結果

・測定値（5両編成）
約61デシベル（最大値）

予測値（16両換算） ・5両編成・予測値（16両換算）
約62デシベル

・基準値※基準値
70デシベル

※環境保全上緊急を要する新幹線振動対策※環境保全上緊急を要する新幹線振動対策
について（勧告、抜粋）
（昭和51年3月12日、環大特大32号）
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測定点


